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ホテル運営状況のお知らせ（2019年10月度） 

 

いちごホテルリート投資法人（以下、「本投資法人」という。）の2019年10月度におけるホテルの

運営状況につき、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 本投資法人が保有する20ホテルの売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

(1) 20ホテル合計 

  
2019年 10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A) - (B) 
増減率 

2019年 8月～2019年 10月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高 （百万円） 749.5 830.5 -81.0 -9.7% 2,289.5 -253.1 -10.0% 

RevPAR （円） 6,663 7,396 -733 -9.9% 6,897 -797 -10.4% 

客室稼働率（%） 85.3 90.3 -5.0 -5.5% 86.0 -4.8 -5.3% 

ADR （円） 7,812 8,194 -382 -4.7% 8,023 -451 -5.3% 

 

(2) 変動賃料導入の13ホテル合計 

  
2019年 10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A) - (B) 
増減率 

2019年 8月～2019年 10月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高 （百万円） 508.2 583.8 -75.6 -13.0% 1,556.2 -209.7 -11.9% 

RevPAR （円） 6,860 7,946 -1,086 -13.7% 7,146 -1,046 -12.8% 

客室稼働率（%） 85.7 91.7 -6.0 -6.6% 86.1 -5.6 -6.1% 

ADR （円） 8,003 8,663 -660 -7.6% 8,304 -638 -7.1% 

 

(3) 固定賃料の7ホテル合計 

  
2019年 10月  

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A) - (B) 
増減率 

2019年 8月～2019年 10月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高 （百万円） 241.3 246.6 -5.3 -2.2% 733.3 -43.5 -5.6% 

RevPAR （円） 6,325 6,455 -130 -2.0% 6,471 -373 -5.5% 

客室稼働率（%） 84.6 87.7 -3.2 -3.6% 85.8 -3.6 -4.0% 

ADR （円） 7,480 7,358 +123 +1.7% 7,540 -115 -1.5% 
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2. 本投資法人が保有する変動賃料導入ホテルの売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

ホテル/項目 
2019年 10月 

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A) - (B) 
増減率 

2019年 8月～2019年 10月 

期中通算 前年比 増減率 

ネストホテル 

札幌駅前 

売上高 （百万円） 49.4 56.4 -7.0 -12.4% 183.4 -7.1 -3.7% 

RevPAR （円） 8,221 9,246 -1,025 -11.1% 10,528 -568 -5.1% 

客室稼働率（%） 96.6 97.6 -1.0 -1.0% 96.5 +2.1 +2.2% 

ADR （円） 8,514 9,476 -962 -10.2% 10,911 -843 -7.2% 

ネストホテル 

札幌大通 

売上高 （百万円） 34.0 39.0 -4.9 -12.6% 133.8 -15.8 -10.5% 

RevPAR （円） 8,022 9,360 -1,338 -14.3% 10,902 -1,438 -11.7% 

客室稼働率（%） 90.7 95.3 -4.6 -4.8% 93.2 +1.2 +1.3% 

ADR （円） 8,840 9,818 -979 -10.0% 11,703 -1,710 -12.8% 

スマイルホテル 

東京阿佐ヶ谷 

売上高 （百万円） 31.7 33.4 -1.7 -5.1% 93.0 -4.4 -4.5% 

RevPAR （円） 8,878 9,357 -478 -5.1% 8,796 -397 -4.3% 

客室稼働率（%） 97.2 99.0 -1.8 -1.9% 97.7 -0.9 -0.9% 

ADR （円） 9,136 9,449 -313 -3.3% 9,001 -318 -3.4% 

ホテルウィング 

インターナショナル 

名古屋 

売上高 （百万円） 39.9 41.0 -1.2 -2.8% 120.0 -11.6 -8.8% 

RevPAR （円） 5,234 5,287 -53 -1.0% 5,293 -447 -7.8% 

客室稼働率（%） 84.1 83.3 +0.8 +1.0% 85.8 -3.8 -4.2% 

ADR （円） 6,224 6,348 -124 -2.0% 6,171 -240 -3.7% 

スマイルホテル 

京都四条 

売上高 （百万円） 37.0 44.6 -7.6 -17.0% 97.4 -18.4 -15.8% 

RevPAR （円） 7,670 9,320 -1,650 -17.7% 6,781 -1,339 -16.5% 

客室稼働率（%） 99.8 100.1 -0.3 -0.3% 99.5 -0.4 -0.4% 

ADR （円） 7,689 9,314 -1,624 -17.4% 6,812 -1,311 -16.1% 

ホテルビスタ 

プレミオ京都 

売上高 （百万円） 34.9 38.4 -3.5 -9.2% 86.7 -10.7 -11.0% 

RevPAR （円） 11,705 13,517 -1,811 -13.4% 9,702 -1,557 -13.8% 

客室稼働率（%） 90.5 93.4 -2.9 -3.1% 91.1 -1.3 -1.4% 

ADR （円） 12,937 14,473 -1,535 -10.6% 10,650 -1,533 -12.6% 

チサンイン 

大阪ほんまち 

売上高 （百万円） 17.0 27.1 -10.1 -37.1% 54.8 -20.3 -27.1% 

RevPAR （円） 4,224 6,721 -2,497 -37.1% 4,584 -1,700 -27.1% 

客室稼働率（%） 70.5 88.2 -17.7 -20.1% 73.7 -9.0 -10.9% 

ADR （円） 5,990 7,617 -1,627 -21.4% 6,220 -1,380 -18.2% 

ネストホテル 

大阪心斎橋 

売上高 （百万円） 56.6 84.4 -27.7 -32.8% 166.0 -71.7 -30.2% 

RevPAR （円） 5,558 8,421 -2,863 -34.0% 5,468 -2,525 -31.6% 

客室稼働率（%） 77.0 91.5 -14.6 -15.9% 73.8 -13.9 -15.9% 

ADR （円） 7,222 9,201 -1,978 -21.5% 7,411 -1,700 -18.7% 

ホテルウィング 

インターナショナル 

神戸新長田駅前 

売上高 （百万円） 27.0    83.7   

RevPAR （円） 5,911    6,209   

客室稼働率（%） 75.5    78.6   

ADR （円） 7,831    7,901   

ネストホテル 

松山 

売上高 （百万円） 42.8 43.4 -0.6 -1.5% 131.4 -5.3 -3.9% 

RevPAR （円） 5,685 5,630 +54 +1.0% 5,562 -210 -3.6% 

客室稼働率（%） 90.4 92.2 -1.8 -1.9% 87.9 -4.5 -4.8% 

ADR （円） 6,286 6,105 +181 +3.0% 6,327 +79 +1.3% 
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ホテル/項目 
2019年 10月 

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2019年 8月～2019年 10月 

期中通算 前年比 増減率 

コートホテル倉敷 

売上高 （百万円） 36.5 33.1 +3.5 +10.4% 99.6 -3.3 -3.2% 

RevPAR （円） 9,360 8,675 +685 +7.9% 8,595 -490 -5.4% 

客室稼働率（%） 94.5 97.9 -3.4 -3.5% 95.2 -2.0 -2.0% 

ADR （円） 9,906 8,862 +1,044 +11.8% 9,026 -320 -3.4% 

ヴァリエホテル広島 

売上高 （百万円） 20.6    25.5   

RevPAR （円） 3,834    3,341   

客室稼働率（%） 61.4    56.2   

ADR （円） 6,242    5,944   

ヴァリエホテル 

天神 

売上高 （百万円） 21.9 23.1 -1.3 -5.4% 65.6 -4.4 -6.2% 

RevPAR （円） 8,475 9,051 -576 -6.4% 8,583 -653 -7.1% 

客室稼働率（%） 95.9 90.7 +5.2 +5.7% 96.1 +1.9 +2.0% 

ADR （円） 8,834 9,975 -1,140 -11.4% 8,927 -869 -8.9% 

ネストホテル熊本 

売上高 （百万円） 36.0 38.6 -2.6 -6.7% 114.0 +4.1 +3.7% 

RevPAR （円） 5,056 5,428 -372 -6.9% 5,465 +280 +5.4% 

客室稼働率（%） 77.8 90.2 -12.4 -13.8% 77.9 -11.1 -12.5% 

ADR （円） 6,501 6,018 +483 +8.0% 7,020 +1,191 +20.4% 

ネストホテル那覇 

売上高 （百万円） 70.4 81.4 -11.0 -13.5% 210.4 -40.9 -16.3% 

RevPAR （円） 7,767 8,913 -1,146 -12.9% 8,523 -1,741 -17.0% 

客室稼働率（%） 75.2 84.2 -8.9 -10.6% 79.5 -11.3 -12.4% 

ADR （円） 10,322 10,586 -264 -2.5% 10,716 -589 -5.2% 

 

3. 本投資法人が保有する固定賃料ホテルの売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

ホテル/項目 
2019年 10月 

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2019年 8月～2019年 10月 

期中通算 前年比 増減率 

コンフォートホテル 

釧路 

売上高 （百万円） 19.9 18.8 +1.2 +6.2% 75.6 +10.7 +16.6% 

RevPAR （円） 4,846 4,567 +278 +6.1% 6,265 +926 +17.3% 

客室稼働率（%） 80.8 76.3 +4.6 +6.0% 87.5 +6.5 +8.0% 

ADR （円） 5,995 5,989 +7 +0.1% 7,160 +573 +8.7% 

コンフォートホテル 

浜松 

売上高 （百万円） 30.1 30.6 -0.5 -1.7% 95.4 -0.2 -0.2% 

RevPAR （円） 4,947 5,033 -86 -1.7% 5,289 -10 -0.2% 

客室稼働率（%） 77.4 85.1 -7.7 -9.1% 82.3 -4.1 -4.7% 

ADR （円） 6,395 5,916 +478 +8.1% 6,428 +292 +4.8% 

コンフォートホテル 

中部国際空港 

売上高 （百万円） 86.9 87.9 -1.0 -1.2% 266.7 -17.1 -6.0% 

RevPAR （円） 7,793 7,826 -33 -0.4% 8,022 -487 -5.7% 

客室稼働率（%） 84.6 89.2 -4.6 -5.2% 86.4 -6.3 -6.8% 

ADR （円） 9,215 8,775 +441 +5.0% 9,290 +103 +1.1% 

コンフォートホテル 

鈴鹿 

売上高 （百万円） 18.7 20.8 -2.1 -9.9% 48.2 -13.0 -21.2% 

RevPAR （円） 5,684 6,312 -628 -9.9% 4,943 -1,316 -21.0% 

客室稼働率（%） 77.7 84.6 -6.9 -8.2% 75.5 -9.3 -11.0% 

ADR （円） 7,315 7,457 -142 -1.9% 6,550 -834 -11.3% 
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ホテル/項目 
2019年 10月 

(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2019年 8月～2019年 10月 

期中通算 前年比 増減率 

コンフォートホテル 

岡山 

売上高 （百万円） 39.1 37.8 +1.2 +3.3% 112.9 -8.1 -6.7% 

RevPAR （円） 5,833 5,659 +174 +3.1% 5,682 -401 -6.6% 

客室稼働率（%） 89.0 90.4 -1.4 -1.5% 87.1 -2.9 -3.2% 

ADR （円） 6,552 6,261 +291 +4.7% 6,526 -237 -3.5% 

アーバイン広島 

エグゼクティブ 

売上高 （百万円） 37.9 41.0 -3.1 -7.6% 111.2 -11.2 -9.1% 

RevPAR （円） 7,149 7,735 -585 -7.6% 7,068 -710 -9.1% 

客室稼働率（%） 93.4 95.8 -2.4 -2.5% 92.5 -3.1 -3.3% 

ADR （円） 7,655 8,073 -418 -5.2% 7,640 -491 -6.0% 

 

※1 上述の数値は賃借人から取得した情報を原則としてそのまま記載しておりますが、一部は賃借

人から取得した情報に基づき、いちご投資顧問株式会社にて集計しております。各月の数値に

ついては監査等の手続きを経ているものではなく、個々の数値の正確性について保証できるも

のではありません。また、上述の各数値は、今後提出する有価証券報告書等の資料に記載の数

値と一致しない場合があります。 

※2 「売上高」とは、賃借人が旅行宿泊施設運営事業およびその付帯事業により得た収入のこと

をいい、単位未満を四捨五入して記載しております。ホテルビスタプレミオ京都、チサンイン

大阪ほんまちおよびスマイルホテル東京阿佐ヶ谷における店舗に係る賃料およびネストホテル

熊本における外部貸し宴会場に係る賃料は含まれておりません。 

※3 「RevPAR」とは、1日当たり販売可能客室数当たり宿泊売上高合計（Revenue Per Available Room）

をいい、一定期間の宿泊売上高合計（料飲売上、その他売上およびサービス料等を除きます。） 

を同期間の販売可能客室数合計で除した値を記載しております。 

※4 「客室稼働率」は、以下の計算式により求められる数値を記載しております。 

客室稼働率 ＝ 対象期間中に稼働した延べ客室数 ÷（対象期間中の全客室数 × 対象期間の営業日数） 

なお、予定していた滞在期間の宿泊料を支払っているにもかかわらず滞在期限前にチェックアウ

トした客室に別の当日客を宿泊させる場合や、時間利用の場合に、上述「対象期間中に稼働した

延べ客室数」に加算することがあり得るため、客室稼働率は100%を超える場合があります。 

※5 「ADR」とは、平均客室販売単価（Average Daily Rate）をいい、一定期間の宿泊売上高合計

（料飲売上、その他売上およびサービス料等を除きます。）を同期間の販売客室数（稼働した

延べ客室数）合計で除した値の単位未満を四捨五入して記載しております。 

※6 ホテルリブマックス日本橋箱崎の個別の運営実績は、賃借人から開示についての同意が得られて

いないため個別での開示はしておりませんが、保有20ホテル合計および固定賃料の7ホテル合計に

は含まれております。 

※7 当月末時点で本投資法人が保有するホテルは22ホテルですが、グランパーク・イン横浜は賃借人

から運営実績の開示についての同意が得られていないため集計対象外としております。また、ホ

テルウィングインターナショナル神戸新長田駅前およびヴァリエホテル広島の前年同月の実績

は、前賃借人から運営実績の開示について同意が得られていないため集計対象外としており、保

有20ホテル合計、変動賃料導入の13ホテル合計には含まれておりません。また、ホテルビスタプ

レミオ京都は2019年10月31日付で譲渡を完了しておりますが、集計対象としています。 

※8 本投資法人保有以前のデータは、前所有者から受領したデータに基づき記載しております。 
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4. 対前年同月比差異の主な要因 

本投資法人への収益貢献度がより高い変動賃料ホテルおよびポートフォリオ全体で全ての指標が

前年同月を下回りました。 

当月に発生した大型台風（台風第19号）により交通機関の運休、欠航があった影響を受け、予約

キャンセルがありました。また、特に札幌、京都、大阪および那覇に所在するホテルが韓国からの

需要の大幅な減少の影響を受けました。 

 

5. 収益向上に向けた取組み 

本投資法人では、ホテルオペレーターと協働し、ホテルの水道光熱費の削減に取組んでおりま

す。電気・ガスについては、定期的に供給会社との契約の見直しを実施し、複数社から最適な契約

先を選定することにより、本年は年間約180万円の費用を削減しております。また、館内照明や非

常用照明のLED化、老朽化した熱源設備の更新によるエネルギー効率の改善等により、エネルギー

使用量の削減を図るなど、環境負荷の低減にも取組んでおります。 

いちごホテルでは、今後もホテルオペレーターと密接な協議を行い、ホテルのさらなる収益向上

のための効果的な施策に取組んでまいります。  

   

以 上 


